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1. (1) 行列 


1 0 −1
5 2 1
2 1 1


→→ · · · →




1 0 −1
0 1 3
0 0 0




であるから一次従属．

(2) まず，基底は 
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 ,




0
2
1




であり，シュミットの直交化法から正規直交基底は
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2.

A =

(
−1/2 0

0 1/2

)

3. (1) 


−1 −1 −1
3 1 1
2 1 1


→→ · · · →




1 0 0
0 1 1
0 0 0




であるので

Imf = V (




−1
3
2


 ,




−1
1
1


)

(2) 解空間の広さの問題であるから Kerf を調べて，Kerf = {0} であることを示せばよい．つまり
Ax = 0がただ一つ解 (0) をもつことを言えばよい．

A →→ · · · →




1 0 β − 1
0 1 2 − β

0 0 α − 2β + 1




から α − 2β + 1 �= 0 であればよい．つまり，基本変形が続けられて標準形は E3 になる．


